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大山市政になって初の予算議会。市長から提

案された平成2６年度一般会計予算や八潮南部

中央地区区画整理事業の換地処分後の道路界

等をもって「町の区域を新たに画することにつ

いて」等を含む 38議案はすべて可決。 

市民からの請願「南部地区区画整理事業区域 

 

 

 

 

 

    《歳入》（単位・千円） 

＊その他は、財産収入、寄付金、繰越金、諸収入の
合計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の新町名案に関する請願」（紹介議員はやざわ） 

は不採択。（詳細は 2～３頁） 

また、私が提案した 2 件の意見書「ウイルス

性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求め

る意見書」は全会派一致で可決となりましたが、

「原発事故子ども・被災者支援法に基づく有効

な支援を求める意見書」は賛成少数で否決とな

りました。 

一般質問は 16 名が登壇し、私は最終日の最

後に行いました。（詳細は３頁下段から） 

 

 

 

 

  

《性質別歳出》（単位・千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 26 年度 前年度比 

市税 14,931,880 385,637 

譲与税・交付金等 1,355,600 170,600 

地方交付税 350,000 ▲50,000 

国庫支出金 4,290,070 ▲198,753 

県支出金 1,205,182   27,469 

分担金・負担金 321,234 ▲749 

使用料・手数料      174,975    2,551 

その他＊ 1,585,614 ▲331,826 

繰入金     241,345 52,871 

市債 2,074,100 ▲37,800 

 平成26年度 前年度比 

人件費 5,464,626 ▲94,017 

物件費 4,386,509 143,291 

維持補修費 122,011 26,590 

扶助費 6,029,210 178,693 

補助費等 2,145,340 245,072 

普通建設事業費 2,092,083 ▲733,879 

公債費 3,327,259 144,730 

積立金 1,700 1,036 

貸付金 334,345 11,000 

繰出金 2,576,917 97,484 

予備費 50,000 0 

第１回 定例会 
   2/28～３/20 

 

報告 

 

平成 26 年度主な新規事業 
 
・各町会・自治会へ防災行政無線個別受信機設置費用等、地域防災体制の充実 
・子ども子育て支援事業計画策定業務委託料・公共施設男子トイレへのオムツ交換台設置 
・第 6 期高齢者保健福祉・介護保険事業計画策定委託料、障がい者行動計画・障がい福祉計画策定委
託料 
・風疹任意予防接種費用の助成（上限 3,000円）・食物アレルギーの対応(相談員・講座講師謝礼金) 
・八潮市内一周駅伝大会補助 ・メセナ改修、文スポ耐震診断、エイトアリーナ天井耐震診断 
・協働のまちづくり推進事業助成金 ・(平成 28年～37年)第 5次総合計画策定業務委託料 
・本庁舎耐震化調査実施  ・アセットマネージメント導入(公共施設の計画的な維持管理・更新) 

 

 

 

265 億 3 千万円 
（前年比 2 千万円増） 

 

４
月
か
ら
消
費
税
が
８
％
と
な
り
ま
し
た
。
市
に
は
消
費
税
増
税
分
が
地
方
消
費
税
交
付
金
と
し
て
入
る
予
定
で
す
が
、
実
際
に
入
る
ま
で
に
は
８
カ
月
の
タ
イ

ム
ラ
グ
が
生
じ
ま
す
。
一
方
、
歳
出
の
方
は
消
費
し
た
段
階
で
消
費
税
を
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
２６
年
度
一
般
会
計
分
と
し
て
約
１
億
２
５
０
０
万
円
（
推

計
値
）
が
消
費
税
増
税
に
よ
る
歳
出
増
に
・
・
・
。
特
別
会
計
も
含
め
る
と
か
な
り
の
額
に
な
り
そ
う
で
す
。 

 

◎
消
費
税
ア
ッ
プ
に
伴
い
、
少
し
で
も
印
刷
代
を
節
約
す
る
為
、
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
印
刷
屋
さ
ん
に
は
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
背
に
腹

は
代
え
ら
れ
ず
、
今
回
か
ら
ネ
ッ
ト
で
探
し
た
『
格
安
印
刷
』
に
変
更
し
ま
し
た
。
カ
ラ
ー
印
刷
で
も
か
な
り
節
約
で
き
そ
う
で
す
。 

 

６２ 
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請
願
審
査
を
傍
聴
し
て 

 

◇
請
願
趣
旨
の
正
確
理
解
を 

 
 

求
む
！！ 

 

町
名
が
ど
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
る

か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
法
律
上
の

要
件
は
大
変
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
、

①
市
長
が
町
名
変
更
の
議
案
を
議
会

に
提
出
し
、
②
議
会
が
議
案
を
議
決

す
る
こ
と
で
、
町
名
は
変
更
で
き
ま

す(

地
方
自
治
法
第2

6
0

条)

。 

 

し
か
し
、
特
に
、
町
名
な
ど
地
域

住
民
に
直
接
的
な
影
響
が
及
ぶ
も
の

は
、
市
が
そ
の
変
更
の
必
要
性
を
市

民
に
広
く
説
明
し
、
新
町
名
案
に
つ

い
て
も
慎
重
に
検
討
す
る
責
を
負
う

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

3
月
議
会
で
は
、
市
長
か
ら
は
町

名
変
更
の
議
案
が
、
市
民
の
側
か
ら

は
新
町
名
案
に
関
す
る
請
願
が
そ
れ

ぞ
れ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
か
ら

の
請
願
の
内
容
は
、
原
稿
用
紙
に
し

て
10
枚
超
の
大
変
な
長
文
で
す
。 

 

法
律
上
の
根
拠
は
な
い
も
の
の
、

今
回
の
町
名
変
更
に
関
し
て
、
市
長

主
催
に
よ
り
関
連
町
会
の
町
会
長
と

市
長
の
間
で
意
見
交
換
会
が
開
か
れ
、

市
は
、
こ
れ
ら
の
事
実
を
も
っ
て
、

住
民
の
同
意
は
得
た
と
主
張
し
、
ま

っ
た
く
従
来
の
町
名
と
は
縁
の
な
い

茜
町
を
誕
生
さ
せ
る
案
を
含
む
議
案

を
提
出
し
ま
し
た
。 

今
回
の
請
願
は
、
こ
の
よ
う
な
市

の
進
め
方
に
疑
問
を
呈
す
る
も
の
で

し
た
が
、
請
願
が
付
託
さ
れ
た
委
員

会
で
は
、
矢
澤
さ
ん
・
鹿
野
さ
ん
以

外
は
さ
し
た
る
質
疑
も
、
討
論
も
な

く
、
請
願
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。 

 

市
は
、
町
会
に
、
町
名
変
更
の
権

限
が
あ
る
よ
う
に
錯
覚
さ
せ
る
進
め

方
を
し
て
お
り
、
町
会
未
加
入
の
住

民
を
考
慮
し
て
い
な
い
時
点
で
、『
町

会
＝
地
域
住
民
の
理
解
』
の
認
識
が

適
切
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
行
政
の
怠
慢
や
不
手
際

の
ツ
ケ
を
、
実
質
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的

団
体
で
あ
る
町
会
に
最
終
的
に
押
し

付
け
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。 

 

請
願
の
内
容
は
、
議
会
が
こ
れ
ら

を
見
抜
く
よ
う
に
、
多
数
の
資
料
を

添
付
す
る
な
ど
整
え
ら
れ
た
も
の
で

し
た
が
、
委
員
会
で
は
請
願
の
趣
旨

に
つ
い
て
広
く
審
査
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

不
採
択
と
い
う
結
果
に
つ
い
て
、

傍
聴
し
て
い
た
私
だ
け
で
な
く
町
会

長
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々
は
、

一
様
に(

悪
い
意
味
で)

驚
か
れ
た
よ

う
で
し
た
。 

八
潮
市
議
会
の
現
状
が
市
民
に
広

く
周
知
さ
れ
、
改
革
が
望
ま
れ
た
3

月
議
会
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。 

 
 

 駒
澤
直
樹
（
南
川
崎) 

 

◇
住
民
の
合
意
と
は
… 

  

今
回
の
問
題
で
、
住
民
の
「
合
意
」

と
は
何
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
「
合
意
」
の
問
題
と
は
別
に
、

新
町
名
案
が
ま
と
ま
っ
て
い
く
過
程

で
は
、
約
四
百
年
の
歴
史
を
も
つ
地

名
に
つ
い
て
、
歴
史
・
文
化
的
な
面

か
ら
の
議
論
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て

い
ま
し
た
。
町
会
（
場
合
に
よ
っ
て

は
役
員
だ
け
）
の
判
断
で
決
め
て
し

ま
う
に
は
、
あ
ま
り
に
大
き
な
問
題

だ
と
思
い
ま
す
。 

 

な
お
、
委
員
会
で
の
請
願
審
査
の

際
に
は
、
ず
っ
と
窓
の
外
を
眺
め
て

い
る
議
員
が
一
部
に
お
り
、
真
剣
さ

が
伝
わ
っ
て
こ
ず
、
大
変
残
念
に
思

い
ま
し
た
。 

      

ま
た
、
請
願
の
内
容
を
よ
く
把
握
し

て
い
な
い
の
か
、「
垳
と
か
古
新
田
と

か
、
区
画
整
理
区
域
外
で
は
残
る
」

な
ど
と
発
言
す
る
議
員
も
い
ま
し
た
。 

親
し
ん
だ
地
名
の
変
更
を
迫
ら
れ

る
、
区
画
整
理
区
域
内
の
一
軒
一
軒

の
お
宅
の
こ
と
を
考
え
て
お
ら
れ
な

い
、
住
民
目
線
で
は
な
い
発
言
だ
な

と
感
じ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

藤
方
博
之(

上
馬
場)

請願とは、すべての国民に認められた憲法上（第 16 条）の権利の一つで、国または地方公共団

体の機関に対して意見や希望を述べることを言い、手続等は請願法によります。地方議会に対する

請願は、地方自治法及び各議会の会議規則に規定されており、提出には紹介議員を必要とします。 

 提出された請願は、所管常任委員会に審査を付託し、その審査の結果を本会議に報告し、議会と

しての採択、不採択の決定をします。 

 採択した請願は、市長その他の執行機関に送付するに当たって、議会から処理の経過及び結果の

報告を請求することができ、議会、執行機関双方に実現への努力が要請されます。 

3 月議会に提出された請願は、「南部地区区画整理事業の町名変更見直しに関する請願書（平成

24 年 9 月採択）の趣旨を遵守し、誠実に履行することを求めます」という内容でした。 

最終日、私は委員会審査の際、執行部から事実誤認とされた 11 項目すべてに反論し、事実誤認

ではないことを証明しながら討論を行ったが、賛成者はやざわのみで不採択になった。 

昨
年
の
選
挙
前
に
実
施
さ
れ
た
「
八
潮
市
地
名
保
存
協
議
会
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
議
場
に
い
る
市
長
を
始
め
多
く
の
議
員
た
ち
が
、
「
歴
史
的
地
名
を
残
す
べ
き

だ
」
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
は
、
い
わ
ば
公
約
も
同
然
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

★
東
日
本
大
震
災
の
復
興
事
業
や
安
倍
政
権
の
公
共
事
業
推
進
で
全
国
的
に
建
設
工
事
が
増
加
し
、
建
材
高
騰
や
作
業
員
不
足
に
対
応
で
き
ず
、
受
注
業
者
の
決
ま
ら
な

い
「
入
札
不
調
」
が
急
増
。
八
潮
市
の
利
用
者
も
多
い
手
代
橋
補
修
工
事
も
、
昨
年
、
二
度
も
入
札
不
調
に
な
り
、
今
年
度
に
持
ち
越
さ
れ
て
い
る
。 



求
め
ら
れ
る 

地
名
保
護
活
動 

 

 

請
願
内
容
は
、「
『
南
部
地
区
区

画
整
理
事
業
の
町
名
変
更
見
直
し

に
関
す
る
請
願
書
』
（
平
成
24
年

9
月
採
択
）
の
趣
旨
を
遵
守
し
、

誠
実
に
履
行
す
る
こ
と
を
求
め
る
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。「
南
部
地
区

区
画
整
理
事
業
の
町
名
変
更
見
直

し
に
関
す
る
請
願
書
」（
以
下
、
前

回
の
請
願
）
は
、
18
対
3
と
い
う

圧
倒
的
多
数
で
採
択
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
趣
旨
は
、「
区
画
整
理
を
理
由

に
歴
史
あ
る
地
名
を
消
し
て
は
な

ら
な
い
」
と
い
う
も
の
で
す
。
可

決
し
た
議
案
第
38
号
は
、
道
路
を

境
と
す
る
区
域
割
り
を
優
先
し
た

内
容
で
あ
り
、
旧
村
の
名
残
で
あ

る
地
名
と
町
境
を
損
ね
て
い
ま
す
。

唐
突
に
も
、
地
域
に
由
来
し
な
い

「
茜
町
」
な
る
町
名
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
前
回
の
請
願
が
履
行
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
は
誰
の
目
に
も

明
ら
か
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

今
回
の
町
名
変
更
は
、
事
前
に

市
民
に
知
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
決

定
し
ま
し
た
。
前
回
の
請
願
が
求

め
た
「
地
名
を
残
し
て
欲
し
い
」

と
い
う
民
意
は
無
視
さ
れ
た
の
で

す
。
こ
の
よ
う
な
市
の
横
暴
を
、

な
ぜ
議
会
は
阻
止
で
き
な
か
っ
た

の
か
。
理
由
は
二
つ
考
え
ら
れ
ま

す
。
一
つ
は
、
前
回
の
請
願
内
容

を
正
確
に
理
解
し
て
い
た
議
員
が

ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
会
派
が
民
主
的
な

議
論
を
阻
害
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
れ
が
理
由
に
、
本
質

的
な
議
論
は
行
わ
れ
ず
、
形
式
的

な
こ
と
に
と
ら
わ
れ
、
民
意
と
か

け
離
れ
た
議
決
が
な
さ
れ
た
の
で

す
。
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
の
議

会
は
役
に
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。 

そ
れ
を
象
徴
す
る
の
が
、
公
明

党
森
下
議
員
の
請
願
に
対
す
る
反

対
討
論
で
し
た
。「
地
元
住
民
が
知

ら
な
い
請
願
は
採
択
で
き
な
い
」

と
の
内
容
で
す
。
そ
う
で
あ
る
な

ら
ば
、
町
名
変
更
を
知
ら
な
い
地

域
住
民
は
多
数
存
在
す
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
議
案
第
38
号
に

賛
成
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

今
後
、
西
地
区
（
垳
、
大
曽
根
、

大
原
、
古
新
田
）
、
東
地
区
（
木
曽

根
、
南
川
崎
、
伊
勢
野
、
二
丁
目
）

に
同
様
の
問
題
が
迫
っ
て
き
ま
す
。

同
じ
轍
を
踏
ま
な
い
為
に
も
、
今

回
の
経
緯
を
正
し
く
検
証
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
広
く
市

民
が
地
名
の
意
味
と
意
義
を
共
有

し
、
地
名
の
保
護
に
励
む
こ
と
で

す
。
さ
ら
に
、
文
化
財
で
あ
る
地

名
を
地
域
と
観
光
の
資
源
に
活
か

し
、
標
柱
・
説
明
板
等
の
文
化
財

標
識
類
、
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
や
案
内

図
制
作
等
の
具
体
策
も
考
え
ら
れ

ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
地
名
保
護
活
動
が

盛
り
上
が
れ
ば
、
市
と
議
会
は
こ

れ
を
多
数
の
民
意
と
看
做
す
は
ず

で
す
。
そ
の
為
に
も
組
織
化
を
図

り
、
潜
在
的
な
民
意
を
顕
在
化
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

地
名
は
郷
土
愛
の
源
泉
で
す
。

地
名
を
守
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

失
っ
て
き
た
八
潮
市
民
と
し
て
の

誇
り
を
取
り
戻
す
こ
と
に
通
じ
ま

す
。
そ
う
信
じ
て
、
よ
り
一
層
地

名
の
保
護
を
市
民
に
訴
え
て
い
き

ま
す
。 

 
 

 

昼
間 

良
次 

中
央
一
丁
目
（
旧
・
中
馬
場
） 

 

                   

   

★
脱
原
発
と
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
推
進
に
つ
い
て 

 

Q
大
山
市
長
の
脱
原
発
に
つ
い

て
の
見
解
は
？ 

A
原
発
に
代
わ
る
有
効
な
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
な
い
現
在
、
安
定

し
た
社
会
経
済
活
動
を
考
え
た
場

合
、
安
全
性
を
確
認
し
た
上
で
当

面
は
原
発
を
維
持
す
べ
き
。
た
だ

し
、
安
全
、
経
済
的
、
安
定
的
な

代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
が
順
調

に
進
む
の
な
ら
、
徐
々
に
原
発
依

存
を
減
ら
し
中
長
期
的
に
脱
原
発

を
進
め
る
。 

       

Q
原
発
を｢

重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー

ド
電
源｣

と
位
置
付
け
る
国
の｢

新

た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画｣

に

つ
い
て
の
考
え
は
？ 

A 
２
月
２５
日
に
発
表
さ
れ
た
政

府
案
は
、
東
日
本
大
震
災
前
の
現

行
計
画
と｢

基
本
的
な
方
向
は
変

わ
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
一

昨
年
１２
月
の
衆
院
選
で
公
明
党

は｢

速
や
か
に
原
発
ゼ
ロ
を
め
ざ

す｣

と
公
約
し
て
い
る
が
、
私
は
自

民
党
が
掲
げ
た
『
原
子
力
に
頼
ら

な
い
経
済
・
社
会
構
造
の
確
立
』

を
支
持
し
て
い
る
。 

 

東
日
本
大
震
災
、
福
島
第
一
原

発
事
故
か
ら
３
年
経
過
し
た
今
、

最
優
先
で
解
決
す
べ
き
課
題
の
一

つ
は
、
多
く
の
難
題
は
あ
る
が
、

原
発
事
故
の
一
日
も
早
い
収
束
と

廃
炉
に
向
け
た
工
程
を
国
内
外
に

示
す
こ
と
。 

 

一
方
、
社
会
経
済
活
動
維
持
の

た
め
に
は
、
安
価
で
安
定
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
体
制
は
必
要
。

脱
原
発
社
会
の
実
現
は
「
省
エ
ネ
」

｢

創
エ
ネ
」
を
進
め
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
効
率
の
良
い
火
力
発
電

所
の
拡
大
・
増
設
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
電
気

料
金
引
き
上
げ
等
の
高
い
社
会
コ

ス
ト
が
伴
う
。
私
と
し
て
は
高
度

な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
安
全

性
を
十
分
担
保
し
た
上
で
の
原
発

を
「
過
渡
期
の
電
源
」
と
し
て
位

置
付
け
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い

る
。 

や
ざ
わ
の
意
見 

「
高
度
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
安
全
性
を
十
分
担
保
し
た
上
で
」

と
い
う
が
十
分
に
担
保
で
き
る
の

か
、
か
な
り
疑
問
で
す
。 

★
ま
も
な
く
閣
議
決
定
さ
れ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
政
府
案
序
文
か
ら
「
事
故
の
反
省
と
教
訓
を
将
来
に
活
か
す
べ
く
…
国
民
の
み
な
ら
ず
世
界
中
が
厳
し
い
目
で
注
視
し
て
い
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
」
な
ど
が
削
除
さ
れ
た
。
原
発
を｢

重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源｣

と
位
置
付
け
た
こ
と
か
ら
も
反
省
な
ん
て
初
め
か
ら
な
い
こ
と
は
明
白
。
大
山
市
長
、
そ
れ
で
も
政
府
案
を
支
持
し
ま
す
か
？ 

   

る
の
か
聞
い
て
み
た
い
。 

★市民の請願権が危機に・・・ 
議会請願は１名以上の紹介議員が必要です。八潮市議会

では請願を審査する委員会に所属の議員は、原則、紹介

議員にはなれませんが、市民の請願権を保障するため

に、数年前から、一人会派の場合は例外的に所管の委員

会の委員であっても認めている為、私が紹介議員にな

り、請願審査ができた訳です。しかし、これを廃止する

か、紹介議員になった場合は、請願審査から外すという

改悪案が浮上しています。憲法で保障された市民の請願

権を守るためにみんなで声をあげましょう！ 

★
ま
も
な
く
閣
議
決
定
さ
れ
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
政
府
案
序
文
か
ら
「
事
故
の
反
省
と
教
訓
を
将
来
に
活
か
す
べ
く
…
国
民
の
み
な
ら
ず
世
界
中
が
厳
し
い
目
で
注
視
し
て
い
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
」
な
ど
が
削
除
さ
れ
た
。
原
発
を｢

重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源｣

と
位
置
付
け
た
こ
と
か
ら
も
反
省
な
ん
て
初
め
か
ら
な
い
こ
と
は
明
白
。
大
山
市
長
、
そ
れ
で
も
政
府
案
を
支
持
し
ま
す
か
？ 

   

る
の
か
聞
い
て
み
た
い
。 

本
請
願
の
不
採
択
決
定
過
程
を
検
証
す
べ
く
、
4
月
27
日
（
日
）
午
後
二
時
よ
り
、
メ
セ
ナ
ア
ネ
ッ
ク
ス
に
て
緊
急
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
（
入
場
自
由
・
無
料
、
カ
ン
パ
制
）。 

詳
細
は
、「
垳
」
を
守
る
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
追
っ
て
掲
載
さ
れ
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

     

一
般
質
問
か
ら 

★会議録は５月末頃から議会のＨＰでご覧になれます。http://www.city.yashio.lg.jp/gikai/ 

 



 

ご報告 2 件 
 

 

 
・まごころ収集がはじまりました。 
障がいのある方や一人暮らしの高齢者で、自力

でゴミ集積所までゴミを出せない方の為に、週

1 回、戸別にゴミを収集するサービスです。平

成 21 年 8 月議会、平成 22 年 12 月議会の

一般質問で取り上げ、市は実施する方向で研究

するとしていたが、ようやく実現！ 

お問合せ先：くらし安全部環境リサイクル 

課 996-2111 （内線 235） 

 
・4 月から、非婚のひとり親の保育料 
等の算定の際、みなし寡婦控除が適用さ
れます。 
 昨年１2月議会の 3 回目の一般質問で、「実

施する方向で検討する」と答弁があったが、4

月から実施されています。 

お問合せ先：ふれあい福祉部子育て支援課保育

係 996－2111（内線 314） 

  

 

★
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の 

推
進
に
つ
い
て 

・
一
般
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電

設
置
に
対
し
て
補
助
金
を
出
し

て
い
る
。（
昨
年
は
５
万
円
だ
っ

た
が
２６
年
度
は
３
万
円
） 

・
公
共
施
設
の
屋
根
等
へ
の
太

陽
光
発
電
設
置
に
つ
い
て
は
、

設
置
可
能
な
施
設
か
ど
う
か
調

査
す
る
こ
と
は
関
係
部
署
と
協

議
す
る
。 

・
東
電
以
外
か
ら
の
電
力
購
入

（P
P

S

）
に
つ
い
て
は
、
確
実

に
歳
出
削
減
効
果
が
あ
る
為
、

２６
年
度
は
、
更
に
６
施
設
増
や

し
、
３３
の
公
共
施
設
で
の
導
入

に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
る
。 

                

                

                

     

         
  

            

                

   

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ドキュメント地方政治Ⅱ 議会はあなたを待

っている 市川房枝政治参画フォーラムでの学

びと実践から』課題山積の地方議会は女性や若

い人の参加を待っています。これから選挙にチ

ャレンジしようとする方必読の書です。本体価

格 1,500円。ちなみに、私も執筆してま～す。 

新刊案内 
 
 

編
集 

後
記 

 

「
え
み
こ
通
信
第
62
号
」
を
お
届

け
ま
す
。 

東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
３
年
が

経
ち
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
を

始
め
、
日
本
中
の
人
々
が
「
あ
の
日
」

の
こ
と
は
鮮
明
に
記
憶
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
「
原
発
＝
安

全
」
神
話
が
虚
構
と
知
っ
た
今
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
為
に
、
一

日
も
早
く
脱
原
発
を
進
め
、
再
生
可

能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
中
心
と
し
た

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
」
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

    
 

 

  

２
月
28
日
、
家
庭
向
け
を
含
め
た

電

力

小

売

事

業

へ

の

参

入

を

2
0

1
6

年
に
全
面
的
に
自
由
化
す

る
電
気
事
業
法
の
改
正
案
が
閣
議

決
定
さ
れ
、
今
国
会
で
成
立
を
目
指

す
そ
う
で
す
。
と
な
れ
ば
、
こ
れ
か

ら
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
自
産
自
消
」

の
時
代
に
な
る
か
も
・
・
・
。 

幸
い
、
埼
玉
県
は
日
本
一
晴
天
の

日
が
多
い
県
。
こ
の
条
件
を
フ
ル
に

活
用
し
て
八
潮
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
を
進
め
て
い
く
為
に
頑
張
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

          HPV ワクチンについて 

Q HPV ワクチンは子宮頸ガン予防ワクチンと呼ば

れており、市 HP でもその名称が使われている。しか

し、ワクチンメーカーのグラクソ・スミスクライン社

の HP では、１６型、１８型以外の HPV に起因する

子宮頸ガン及びその前駆病変の予防効果については確

認されておらず、ワクチンの予防効果の持続期間も確

立されていない。このワクチンを打てば、あたかも子

宮頸ガンを予できるかのように錯覚させる名称は使う

べきではない。 

A ワクチンは国が認可し販売しているもので、一般的

に使用されているので問題はない。 
 

Q 八潮市では幸いなことに、副反応被害は出ていない

が全国では多くの被害者が出ている。このワクチンに

よる副反応の発現率はサーバリックスで 40％、ガ―

ダシルで 34.7％。重篤な有害事象の発現率はこれま

での子ども向けの「定期予防接種」の約 7 倍、インフ

ルエンザワクチンの約 40 倍。接種後すぐに現れない

ケースも多々あり、接種との因果関係が判定しにくい。

市独自でワクチン接種者全員の追跡調査を行うべきで

は？ 

A 職員が日常業務をこなしながら調査するには負担が

大きい為、調査を実施する予定はない。 

 
注 昨年 6 月のワクチン接種の勧奨中止後の接種

者は 54 名。（2 月末まで）うち初回は 4 名。重篤

な副反応は 2 回目、3 回目でも出現するリスクの高

いワクチンです。よく考えて慎重に！！私なら接種

させない。 

 
月 

６ ７ ８ ９ 1

0 

1

1 

1

2 

１ ２ 

接

種

者 

1

2 

８ ９ ４ ５ ５ ８ ０ ３ 

内

初

回 

０ ２ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 Q 八潮市では幸いなことに、副反応被害は出ていな

いが、全国では多くの被害者が出ている。このワクチ

ンによる副反応は、接種後すぐに出ないケースも多々

あり、接種との因果関係が判定しにくい。市独自でワ

クチン接種者全員の追跡調査を行うべきでは。 

A ワクチンは国が認可し販売しているもので、一般的

☆
平
成
２６
年
度
第
二
回
定
例
議
会
は
６
月
２
日
に
開
会
予
定
で
す
。
お
時
間
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
出
か
け
下
さ
い
。 

 

❤
「
え
み
こ
通
信
」
に
対
す
る
ご
意
見
、
ま
た
市
政
に
対
す
る
ご
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
何
で
も
お
寄
せ
下
さ
い
。
ま
た
、「
え
み
こ
通
信
」
を
多
く
の
方
に
広
げ
た
い
の
で
、 

通
信
を
手
配
り
し
て
下
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
駅
頭
で
一
緒
に
配
っ
て
下
さ
る
方
も
大
歓
迎
で
す
。 

 


